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このたびは本機をお買い求めいただき 
まことにあ D がとラございまず。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよ<お読みいただき、正 
しく使用してくだをい。 

この r 取扱説明劃は、保 i 正書と共に 
大切に保營しておいて<ださい。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買いずめの販売店にご相談くだをい。 
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★寝るとを消义 

寝るとをやが出するとをは、おず乂び消えていることを確認してください< 
予想しない事故び発生するおそれびあ D まず。 


み給油時消义 

給油は、必ず消义していることを確認し、ストーブの温度び充分に下がってか6、他に火の気のない所で 
おこなってくださし、。 

义がの原因になりまず。 

★油漏れ危険 

♦給油□□金は確実に締めて<ださい。 

給油口 □金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、茜単に給ミ由ロロ金がはずれて、乂災の原因にな0ます。 

•油タンクか6油び漏れる巧態では絶対に使巧しないでください。火災の原因になります。 




★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの（ガソ U ン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使巧しないで<ださい。 

乂災の原因になります。_ _ 

' 女空だを厳禁 

なべ、やかんやフライパンなどは、空だきしないでください。 

空ださすると乂災の原因にな0ます。 


★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでくださし、。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下して义びつさ、火災の原因にな0ます C 


iir カーテン、寝具など可燃物 近接厳禁 

♦カーテン、巧団、毛巧などや燃えやすいをののそばでは使用しないでください。乂災の原因になります。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。ストーブの熱気で着火して、乂がの原因になります。 

•可燃物との離隔拒離については、 P 3 の I ★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距がをおず 1 の記 
載巧容を参照してください。 


0 


★スプレー宙厳禁 

スプレーちやカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に巧置しないでください。 
熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★ 換気お国 

参換気せずに使巧しつづけないでください。 ぐ 

酸累び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中妻になるおそれびあ0ます。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 ノ 

♦使用中は必ず1時間に1〜2回り〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 /, 

•換気する場合は、換気扇を使用した D (換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと巧分な換気 fef 
びできない場合びあります。）2ケ巧 i ； Lh の(風の出入りのある)開□部を設けると効率よく換気できます。 

窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 


© 


么警告 （ WARNING) 



田安全のために必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未綱こ防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りし)ただくことを説明してしほす。 
ここにおした表示は、誤った使いかたをしたときに生じるち喜や損害の程度を次の表ホで区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 黄 
八警告 (WARNING ) 違 


A 注意 (CAUTION) 


お守りしホこだく内容を、次の絵表示で区分しています。 


この表おを無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、または 
火災の危険び差し迫って生じることび想をされる内容を示しています。 _ 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能せや物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


0 ®©®® 


搞 


この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 


A A 


この給表ちは、「ミ主意」していた 
だく内容です。 


この絵表示は、必ずしていた 説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使い 

だ<「指示」内容です。 いただ < ための内容び記載されています。 


成危険 （ DANGER) 


★ガソリ ン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い細ま、絶巧に使用しないでください。 
か量の混入でち、乂災の原因になります。 


(§) 

〜ガソ U ン禁止 


























A 警告 （ WARNING) 


女燃焼筒は正しくセットする 

点火操作後、燃焼筒つまみを左もに2〜3回動かし、燃焼筒が正しく、しん調節器にセットされているか、 
しんの上にのっていないかを、必ず確かめてください。 

燃焼筒び正し < セットされていないと、異常燃焼し、乂災になるおそれびあります。 

マッチ点乂の場合は、マッチの燃えかすをしん付近やストーブ巧に落としたり、置台の上に置かないでく 
ださい。事な:や火災の原因になりまず。 



A ま意 （ CAUTION) 


★大なべ禁止 

•天板か S はみ出すような大きななべ、鉄板などをのせないでください。 

内部に熱びこちったり炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれびあ0ます。 
参不ま定なやかん、なべなどは使用しないでくださし、。 

鼠倒するおそれびあります。 



阳翊ミ居ま 



やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 ゲ盾 

振動や接解によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどをした0、が筒（ガラス）び割れたり、異常 I _ 
燃焼(立炎)の原因にな D ます。 = 

吹さこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い求めの販売店に点横を巧穎してくだごい。 ^ 

ストーブの巧障の原因になごます。 〇 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでくださレ。内部に熱びこもり、ミ由タンクみたなどび熱く 
な0やけどのおそれびあ D ます。 


★変質口油禁止 

変質灯油(持ち越した丹油など）、不純灯■油（灯油な外の油’水’ごみび混入した灯油など)を使巧しないで < ださい。 
異常燃焼や故障（しんび下びらない、点义できない、火び消えない）の原因になります。 


0 

禁止 


A 

ま意 


0 



★燃焼中移動禁止 I 

义のついたまま持ち運ばないでください。 \| 

やけどのおそれびあ0ます。また、鼠倒すると乂がになるおそれびあります。 


★移動•運搬するとをのミま意 

•ストーブを移動する場合は、必ず消乂し、ス I ブの温度び巧分下びつてり巧、油タンクを取り出し、傾けないように 
詩かに移動して < ださい。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか6乾電池を取りはずして、ミ由タンクを取り出し、 

油受けざ5のな油を必ず巧いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあ0ます。 


み異常時使用禁止 i み 

におい、すすの発生、炎の犬態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でもあわてずこ、しんを下げて消火してください。 




女燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒のが筒（ガラス）びでけたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼を超こしたり、すずび発生ずるおそれびあ0ます。 

★高温部接触禁止 

♦燃焼中や消乂直樹ま、高温部、天樞(ストーブの上励やガードに手など化れないようを意してください。夕 
やけどのおそれびお0ます。 、 

•やかんやなべの取っ手は、加熱している場合をありますのでやけどにミ主意してください。 


女高電圧ま意 

点火装置は、点火時こ高電圧び発生します。点义プラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあります。 

掃除、点横ず入れをずるときは、おず乾電池を取りはずしてか5おこなってください。_ 


★ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自をなかたや病気のかたなどの隱房には巧分に注意してくだごい。 

★ほこりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとさどさ陈去してくだごい。 

前板の下から燃焼巧空気を吸い込みますので、紙やビニールなどを入れないよラに注意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因にな0ます。 



〇 

指示 


0 


0 

括用禁止 

接軸禁止 



やけどま意 


〇 























圧!安全のために必ずお守りください 



A ま意に AUTION) 


★を全装置の作動確認 

•使用開始時と、使用中は1箇巧こ1回し U 上、巧震自動消火装置を作動させて確実に消火することを確かめてください。 

確実に消乂しないとをは使用しないで、すぐに修理して < ださい。 

参使用間始時と、使巧中は1箇巧に1回しソ上、気密油タンクの給ミ由時消火装置び作動することを確かめてください。 
正常にセット、作動しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 


★点火前の注意 

使いはじめや、しんのお手入れをした勸ま、しんに巧分な油びなじむよう、給油してか5約2日分待って点乂してくださし、。 
しんに巧分灯ミ由びなじんでいないと、しんの上下操作び重くなつたり、点火やミ肖火びできないことびあります。 


純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨトミ綿正部品（指定ごれた部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの' I を能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 


否 


★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら使巧しないでくだごい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 _ 

★お子様やお年寄りのご使用に注意 

おモ様やお年寄り、体の不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部匿の換気、离温部への接軸による 
やけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び巧分にを意してください。 


★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとき、または保曾するときは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾谭池を取りはずしてくだごい。 
愼けた0、横倒しの状態では保管しないでくだごい。 

义災のおそれびあ0ます。 

参しんの手入れ（り、5焼をクリーニング）は、風びあたる場所ではおこなむないでください。 

义災のおそれびあ D ます。 


★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分するとさは、怒ず油タンク、巧受けざら内の巧油を抜さ巧り、單池ヶースから乾霉池を取りはずし 
てください 。 （d Ml 参照） 

灯油や乾普池び入ったまま廃棄すると IJ サイクルの隙、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★巧の場所では使用しない 


义がや予想しない事故や故障の原因にな0ます。 


分解禁止 


C 水平でない場所、不を定な場所^ ( 風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 J 使巧禁止 

♦傾斜した場所や振動の激しい巧では、使用しないでください。 ♦風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 

巧屢自動消火装置び誤作動することびあります。 炎び出て危険です。 

参しっか0したじょラぶな場巧で使用してください。 掃除機の排気にをを意してくださし、。 

参移動車両の中や、不安定な台の上で使巧しないでください。乾落参部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかつたりつまず 


したり、火災になるおそれびあります。 く場所で使用すると、転倒して事おや火災び超さるおそれ 

〔暧屏などストープが囲われる場巧） び普9。 _ _ _ 

参暖炉や押人れに人れての使用など、特殊な1まいかたをしないで (' 不なをな物をのせた棚なとの下 ) 

<ださい。 •落下物によ0火がが起さるおそれびあ0まず。 

柳の原？にな晰。_ 〔直射日光のあたる場所、温度の高い場〇 

C ほこ〇や;远気のをい場戸斤 ^ •異常燃焼を起こすおそれびあります。 

♦粉'類や織維を取 D 报ラ場所や温室’養鶏場など、塵やほこりの多い♦油タンクの好油びあふれ出て义災のおそれびあります。 

靈點謹量撒をる篇说目づまり状態になり、異常匪を C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場戸む 
CJ 晶室•飼育室など人のいない場戸声 ) r 高地 （" DOrnm 上の場所） ) 

•使巧環境の変化で、予想しない事故が発生ずるおそれびあります。♦酸素濃度び薄いので異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

C 理’美宮院、クリーニング店などスプレーや化学！品を使ラ場所） 

•化学養品びストーブの熱で変化し、ストーブのな障や、腐食性ガス 
の発生により金属•鏡’ガラスなどを傷める原因となります。 


(不安定な物をのせた棚などの下ソ 

•落下物によ0火災が起さるおそれびあ0まず。 

C 直射日光のあたる 場所、 温度の 高い場戸を 
参異常燃焼を起こすおそれびあります。 


★可燃物（木壁、含板、ふずま など）との距離を離ず 

参ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定む上の距離を保つようにしてください。 
参ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 miU 上離して < ださい。 

参上ちの棚などからの落下物びないよラにして <ださい。 

•カーテンなどび風でゆらいでもストーブにふれないようにしてください。 

•家具などからは巧分な距離を離してください。 

熱で変おや変色、自然発义することびありまず。 










3 

3 願い （ NOT に口 1 

1 ! 

★巧油の廃棄 

巧油の廃妻処分は、灯油をお買いまめになった販売店にご相談ください。 


固使用する場所 



图各部のなまえ 





























图使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


燃焼筒をセットずる 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、包装箱か 
ら包装材などを取り除を、製品を傷付けないよラに取0出してください。 
包装箱や包装材はストーブを保管するとをに必要です。 

取搬説明書•イ呆証書を忘れずに保管してください。 

-お願い- 


包装巧は可燃物でずか百、必ず取り除いてくださし、。 


ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引さ、 
ガードを開けて < ださい。 



燃焼筒を納めている包装材を取り除さ、 
燃焼筒を取り出して < ださい。 



2 


3 


燃焼筒のか筒(ル)の浮を 
上び D びないか調べてく 
ださい。浮を上びりびあ 
ると、異常燃焼を起こす 
おそれびあ0ます。 

浮を上びりびありました 
ら、か筒(ル)を下に押さ 
えて、をちんとはめ込ん 
でください。 

燃焼筒をしん調節器の上 
に正しくセツトし、燃焼 
筒つまみを左ちに2〜3 
回動かし、燃焼筒び正し 
くセツトされているか確 
かめて < ださい。 


ガードを、をとの位置に 
閉じてください。 




燃料 


A を険 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の富い油は、絶細こ巧用しないでくださし、。 
少'•置の混入でも、义がの原因になります。 


© %® 

こ方ガソリン禁止 


货燃料はな油 ( J 旧1号口油)を必ず使用してください。 

勇)変費阿油、不純口油は、絶対に使用しないでください。 


♦誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことび打かったときは 
あむてすに、緊急消火ボタンを巧して消火して<ださい。 
♦変質よで由(持ち越した巧油など)、不純灯油(巧油むがの油•か- 
ごみび混入した巧油など） は、 絶対に使用しないで < ださい。 
異常燃焼やな障の原因にな0ます。 

♦巿販されている助燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


资灼■油の保管のしかた 

♦巧油は必ず火気、雨水、ごみ.高温 
および直射曰光を避けた場所に保管 
してくださし、。 

♦の油の容器は専用のをれいな容器を 
使用してくだごい。また丹油容器は 
必ず色付さの灯油専用容器を使用し 
て < ださい。 

参巧油容器巧の好油び少ないと温度変 
化により結露してかびたまることび 



あります。 


参ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 
•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


[ 了油とガソリンの房分けかたのポイント 1 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(义の気のない巧でおこなって < ださし、） 

〇な油 

X ガソリン 

需れたままでず。 

すぐに乾いてしまレまず。 

[ 良い保管 

悪い保管 1 

直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗巧へ保管 

鱗へ 

!□ 

> 

直が日光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管 

曹を 

イ 



変質な油とは 


不純な油とは 



心 


♦古いな油。（ひと夏持ち越した巧油） 

参長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

参容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した巧油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため口油は翌シーズンに持 
ち越さないぶラにしてください。 



け了油しソが①油(ガソリン、シンナ ー 、天ぷ 
5油、機械油、重油など)びほんのかしで 
ち混入した灯油。 

>水やごみが混入した灯油。 








一，、 ••い f が， ィ A h 二 一' 

苗 i 看た r え、 


乾電池を取り付ける 


♦乾電池は別売です。 係 

♦巿販の単二お乾電池 （ 4個)を贈 
入の上、本体後側の電池ケース 

に、 ©9 を正しく合。せて入れ^ 
てください。 jlPL 

•新しし偕電池とまし唯電池、種 sr 

類の違う乾電池を混ぜて使用し ' 

ますと、点乂でさなかったり、 

点火しに<くなったり、巧漏れや破製する原因になります。 


でるでるつまみの位置の確認__ 

しん調節つまみを引さ抜いて、内部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してくだごい。違 
っていました5①にはめ督えてください。 

(詳しくは同 極いかた]巧るでるなの使いかた 1 をお読みくださ 
い。） 

5 僅 


エコランプ 



エコランプは火力調節幅をランプでお 
知らせする機能です。エコランプの点 
灯している範囲び火力調節幅の目安で 
す。エコランプび点灯している節囲で 
火力調節をしてください。火力を弱く 
した場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部 
び巧分に赤熱している状態で使用して 
<ださい。 

(151 度いかた I の調節のしかた I 参照) 


エコランプ 



しん調節 
，つまみ 


固定ビンが①の J 
位置にあること/ 


-お願い- 

製品の输送中に生じたか筒(ガラス)の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 


1 変質幻■油•不お6灯油の見分けかた（コップに水を入れ、効こ巧油を入れて背樹こ白い紙をあてます。） 

保管期間び短く、がと同じ無色透明な 

かしでも色びついていたら使用しない。紫外線でな油び劣化した時は、灯油び変 

り正吊 。 /^Po ~三 

L 匹し(し^くおか1 J が/こ/」、郭しく/よ0ます。 

rx 1 ひと夏持ち越した巧油は無色透明でを絶 

若ぶぁホ 

ク 巧に使用しないでください。 

/ 水 

白い紙-- 

--- 

白い紙-- Csj 

1- ゾ 


変質な油や不純好油を使用ずると _ 

•変質な油や不純:订油を 巧 用しますと、 なミ 曲の程度にを 
よりまずび、1〜如曰のご使用でしんにを a のタール 
がたまり、しんの巧端び固くなったり、点义しにくく 
なったり、しんが上下しにくくなったり、炎が大きく 
な6なくなったり、激しいにおいびしたりしまず。 

また、鸣乂時にしんび下び5ず义びミ貧えなくなります。 
•水の混入。君巧舌窗 

残っていても炎びルさくなったり、しんび上下しにく 
くなった D 、 異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
0、乂び消えたりします。 

♦ガソ IJ ン、シンナーなど、揮発性の高いをのび混入し 
た灯油を使用しますと、义おの原因になります。 


万一変質好油や不純灯油を使ったときの処置のしかた 

1油タンクや油受けざ5巧の悪い灯ミ由をおきおり、良 
■ 質の巧油で内部を2〜3回洗浄してか5良質の好油 
に入れ替ネてください。 

(悪い灯■ミ由び残っていると再発します。） 

2 同聰曹「9 しんの手入れを ずる」 をを照して、し 
んの先端の固くなっている音 B 分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか5、しんのか6焼をクリーニン 
ヴをおこなってぐださい。 

3 しんの手入れをおこなってを効果のないとさや、水 
びを量に混入している場合は、しんを取 D 替えて< 
ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質巧油や不純む油び原因でァフターサービスを依頼されたとさは、保詔期間中でち有料修理となります。 


6 







油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油口 
□金を、左「〇」に回して取 
りはずしてください。 

♦給油□口金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油口 
□金び取 D はずしやすくなご 
ます。 

油量計を見なが5給油 
する。 

♦巿販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油量計を見なびら給油してく 
だごい。（ホースび抜けないよ 
ラにを意しなびら給油してく 
だごい。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部(ち 
図の給ミ由位 苗吟) まで給ミ由し 
てくださ巧？" I 

入れ過ぎますと、あ&れ出る' 
ことびあ0ますので巧分に注 
意してください。 


給ミ由□口を 



こぼれま栓 
、吿1 




給ミ由ぬ面 

rl 


.滴 s の位宙. 


-お願い- 

参油タンクの中にあるにぼれま撞」の弁 
び、給油□の近くまで上びっていると 
きは、弁を下へ押し下げてください。 

参ミ由タンクの中にある r こぼれまを」は、 
給油□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、おりはずさない 
で < ださい。 


弁 


紛由 □ 


I 給油ロロ金を「カチッ J 
と音びずるまでちド^ 

に回して、しっかり締める。 

参カチカチと何度を音びしてを 
大丈夫です。正しく締まると 
油タンクのホ色の線び見えな 
くなります。 

♦給油口□金を下にして、油漏 
れびないことを確かめて < だ 
さい。 

-お原頁し、一 

給油口□金を斜めに締めた ^ 
りずると、簡単に給油口 □ ^ 

金がはずれ、义ぶの原因に iPii 
なりまず。 ド 


給油□□金 



赤色の線 


〔本機用の給ミ由□口ま） 



参油タンクから灯;'由び漏れる状 
態で使用しないで < ださい。 
火災のおそれがあ0ます。 
♦同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類做している給 
油□口金びありますので、間 
違えないようにしてください。 
灯油び出なくなったり、故障 
の原因にな D ます。 

参灯油容器のふたを、しっかり 
締めておいて < ださい。 


こぼれた灯油はよくふ 
を取る。 

こぼれた巧油は必ずされいに 
ふを取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちなります。 

油タンクをセットずる。 

油タンクを、本体に正しく、 
ゆっくりとセツトしてくださ 
し'!。 


-お願い- 

才ート給ミ由ポンプ(自動惇止装菌付)を使用する場合 

♦市販のオート給油ポンプ(自動停止装置が)の中には、 
「こぼれま掛と干渉して、次のような不具合状態にな 
り、正しく給ミ由できないをのびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、ずぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに基し込むホースのセ 
ンサー部の位置(ち向)を変文る。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯ミ由びあふれてしまラ。 
(処置）♦ポンプの取巧説明書に従って、 
固定具の位置を調節する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給ミ由を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 



しまつている しまつていない 


給油の目ま 


♦ストーブを使用するとをは、ときどき給油サインを見て、口油びあるかどラか 
確認し、灯油びなくなる前に給油してください。 

参油タンクに灯油びあるときは、 r 給油サイン」の色は r 緑 J ですび、灯油びかなくな 
ると「ホ J に変わります。 

♦「給油サイン」の色び r ホ」になりました5、消火して給ミ由してください。 


をを^油サインな巧ががなくなると 
f I 赤色に変わります。 




点乂前の準備と確認 


点乂前の確認 


♦ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると义災のおそれ 
びあります。 

♦ストーブが水平でを定した場前こ設置してあることを確認してください。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


参点乂操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセッ 
卜されているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かして、 
スムースに動くことを摇認してくだでし、。 

♦油タンクびセットされていないと、気密油タンクの給油時消乂 
装置び作動して、しん調節つまみび戻0、点火でをません。 


巧震自動消乂装置のセット 


しん調節つまみを、 r 燃胤のち向（〇)に、ゆつく D 止まるま 
で回しますと、巧震自動消火装置び自動的にセットごれます。 

巧震自動消义装置びセットでさない場合は、一旦しん調節つま 
みを「緊急消义位置 J の方向（〇 ) へ回してからおこなってく 
ださい。 


固使いかた 


点乂のしかた 





巧いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに充分:打ミ由がなじむよう、給由してか6約20分待っ A 

て点义してください。 /|\ 

しんに巧分な油びなじんでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点火や消火びできないこと/ • \ 
びをりまず。 ま意 


参初めてお使いになるときは、点乂後、ス I ブに付着しているほこ D や油び焼けるにおいびしますび、しば5 くお使いいただければ 
においはなくなります。 

参点乂後しばらくの間は、がび安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくすると炎び安定し、音 
びしなくなります。 


電池点义のしかた 


しん調節つまみを「点火」 

の方向へゆつくり回ず。 

•しん調節つまみの目即を「点义 J ^ 

の方向（0>)にゆっく D 完全に ' 一イ 。 cn 
止まるまで回してください。 ^ ^ 

(しんび上びり点乂します。） 

♦点乂操作の途中で「ピィー」といラ巧里音びしますび、し 
ん調節つまみはそのまま止まるまで回してください。 
♦しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、ミ由タン 
クが正しくセットされているか涯認してください。それでち 
戻ってしまラ場合は、一さ、しん調節つまみを「緊急消义位 
置」のち向（〇)へ回してください。回せない場合や硬 
い場合は、しんにタールがついています。しんの手入れめ' 
ら焼きクリーニング)または、新ししんんと交換してくだごし、。 

火が着いたことを確認する。 

♦火び着いたことを確認した5、手をしん調節っまみか 
5ゆっくりはなしてくださし、。 

参火び着いた後ちしん調節つまみを回しきったままです 
と、乾電ミ也の消耗び早くなります。またカーボンび付 
着して、点乂しにくくなる原因になります。 

点乂し1しくい場'^は こ心^ぉ 岂^己 の 

♦点乂プラグ付近から白煙び出て 
点火しにくい場合は、しん調節つ誠■が^^7良 
まみをかし戻してか5、再び「点： r ゾぶ 
火」の方向に、ゆっくり止まるま^ 1 %^ - J し 

で回ずと点火しやすくなります。 八 

参しんにタールや力ーボンび付着 ) 

したり、点义プラグが巧れてくると、点义しにくくなりまず。 
しんの手入れ、しんの修正、点义プラグの掃除をおこな 
って <ださい。(口 輸•手丽 . mi 關参照) 

参乾電池の電圧び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単三形乾電池4個〕をご購入のラえ交換して 
ご使用 < ださい。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒っまみを左ち = -瓜 M -= 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正しく ご 

しん調節器にセッされているか、 ■_ 一产じ宣 

しんの上にのっていないかを必ず 

確かめてください。燃焼筒び正し つ^^^^^ ^ 

くセットされていないと、異常燃焼し、 

火災になるおそれびあります。 ' 口 


電池点义び使えないとき 


しん調節つまみを「点火 」 liJ . 

の方向へゆっくり回ず。 

♦しん調節つまみの目印を r 点义」 

のち巧（〇)に、ゆっく D 完全^ 
に止まるまで回してくだでい 。-—似入 

♦しん調節つまみび、止ま5ずに VIM 

戻ってしまう場合は、油タンクび J 

圧しくセットされているか蹈認してくだごい。それでも 
戻ってしまう場合は、一さ、しん調節つまみを「緊急消乂 
な置」の方向 （ 〇 ) へ回してください。回せない場合 
や硬い場合は、しんにタールがついています。しんの手 
入れ（か5焼きク U — ニング）または、新しいしんと交換 
して < ださい。 

マッチや市販の点火用ラ 
イターで点火ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持ち 
上げ、マッチや市販の点乂用ラ 
イターなどを使ってしんに乂を riKx 

着けてください。 : 

参たばこ用のライタ-で点火しな 一 
いで < ださい。 

参マッチで扁义した場合は、マッチの燃えかすをしん付巧や 
ストーブ内に落としたり、屋台の上に置かないでください。 
事巧や义災の原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認する。 

参乂び着しすこことを確認したら、燃 
焼筒つまみを左ちに2〜3回動か 
し、燃焼筒び正し < しん調節器に っ f 

セットされているか、しんの上に ： i：TU 

のっていないかを必ず確かめて、 

ガ-ドを閉じてくださし、。燃焼筒 
び正しくセットされていないと、 广 ，、一 
異常燃焼し、火災になるおそれがあります。 

♦火び着いたことを確認した5、しん調節つまみを少しだ 
け（点火した乂び消えない程度に）消火のち向に回して 
みて、引っかかりびなくスムースにしんび下げられること 
を確認してから、もう一度しんを上げて使巧してください。 
しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃焼筒を 
持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を始め 
からや0直して < ださい。 










国使いかた 



最大正常燃焼のときの炎の長さは、巧が板から 


加です。 


しんの上げすぎ 

(炎び大さく伸びている) 


がび巧お板から 
1〜 2 cm 出る状態 


すすや一酸化炭累び 
をく発をする 


@炎の大きさは上因のように、正常燃焼の輯囲でご使用ください。 .*./f 

参点乂後しばらくして、燃焼商の下部び赤熱し（赤くなる）、炎び上げってをます。 

10分ほどで、おはを周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回しておを正常燃焼の範囲に調節してください。 

♦おは全周均一には揃いません。上図 巧-劇 のイラストのように4つに割れます。前後左ちにかびた炎班！だ51 
の長さは、それぞれ異な D ますび、その比率び1巧 2.5 くらいでち正常です。 — ^ 

♦燃焼中は、ときどをがを見て、正常燃焼していることを確かめてください。しんび上び D すざていたり、燃焼 ノ ー 
筒びずれていると、すすび出て、異常燃焼を起こして危険です。 


义力を弱 < する場台のを意 


♦火力を弱くした場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分に赤熱している状態で使用してください。 

♦あまり火力を弱くずると、においや一酸化炭素び多く発生し、しんにタールび付着します。 

しんの高さ調節（でるでる芯）について 

•がの大きさは、使用時間の輝週につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってさます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃巧筒やしんの劣化などで炎び大きくな5ないときは、 同 歷ぃか滑 
L でるをるなのをい がを j の項を参照して、しんの高さの調節をしてくださ■い。 

参変質の■油や不純な油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、かを含んでしまったとをは、炎び大きくな5ないととを 
に、しんの上下操作び重くなりまず。このようなとさは、回歴 養] 「9 しんの手入れをずる」 の項を参照してしんの手入れをし 
て < ださい。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消火位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目巧を r 消乂」の方向（〇)へ r ニオイセーブ消义位置」までゆっく D 止まるまで回し 
てください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 

ご肖、乂，ぞ確きミホス 

•においをかなくずるたゆ、約1〜日分程燃焼(炎び一部残る）して消乂します。 

•しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消义位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消乂の場合 


勇)緊急消义ボタンを押ず。 

参急速に消火させるため、においやすずび発生ずることがあります。 

しん調節つまみの目印び r 察急消火位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消义ボタンを巧しても、しんび下び5ず、消义できない場合は、しん調節つまみを強く左方向（〇) 
に回して、しんを下げてください。 

それでもしんが下が百ない場合は、ミ由タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしきつてください。 
(約1時間かかりまず。 ） 


最小正常燃焼 


しんの下げすぎ 

(ホ熱部び充分にホ熱しない) 


ホ熱部全体び赤熱して 
がびかし出ている状態 


最大正常燃焼 


においや一酸化炭素び 
をく発をする 


炎の調節のしかた 


A 警告 

• 

を類などの乾燥には博巧しないでください。 

巧類び乾燥ずると、ストーブの熱気でゆれて落下して义びつき、义災①原因になります。 

禁止 

A 注意 

• 

やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 / 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、か筒（ガラス）が割れ /I 
たり、異常燃焼（立炎）の原因になります。 / ■ 

巧きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いずめの目ぶ売店に点検を依頼してください。 ミ主 

ストーブの故障の原因になりまず。 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。 

内部に熱がこもり、油タンクふたなどげ熱くなりやけどのおそれびありまず。 



♦炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

参しん調節つまみを回してがを調節するとをは、のイラストをよく見て、必ず正萬燃焼の状態で 
使用して<ださい。 エコ ランプび点灯している範固び乂力調節幅の目をです。 





















♦ストーブび地震(震度約日しソ上)や強い振動、衝撃を受けたとき、乂ぷなどの剧きを防ぐために自動的に消火させるま全装置でず。 
参しん調節つまみを「点乂」の方向にゆっく D と止まるまで回すと、自動的にセツトされます。 

♦地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、灯油びこぼれていないかなど異常が 
ないことを確認した後、再点义して<ださい。 


•燃焼中に油タンクを取り出すと、自動的に消火ごせるを全装置です。（しん調節つまみの目即び「緊急消火位置」に戻ります。） 
•油タンクを本体に挿入すると自動的にセツトごれ、しん調節つまみび回せるようになります。 

♦気密油タンクの給油時消乂装置は、消火した状態（しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消义位置」にある場合)でを油タンク 
を抜くと巧震自動消火装置びセツトでさなくなります。 

f -お願い- 

燃焼中に、対震自動ミ肖乂装置や気密油タンクの給油時消火装置び慰いた場合は、消火時のにおいび強く発をします。給油を 
されるとさは、においを抑えるため、しん調節つまみで消义させ、消义を確認してか5油タンクを取 D 出してください。 


固安全装置 


でるでるち;の使いかた_ 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの語化などで炎び大を<な6ないとをは、でるでるつまみを 
操作して、しんの高さの調節びできます。 

f -お願い- N 

参購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなどがび充分に出ているときに、でるでるつまみを③や 
⑤にはめ醬えるとがび大さくなりすぎ、すすび発生することびあります。炎び大をくならない時むがは、でるでるつまみ 
を①で使用してください。 

♦不良な油や変質巧ミ由を使用して、しんに水やタールび付着したときは効果びない場合びあります。その場合は回 nwjrg し 


んの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをおこなつてくだごい。それでを良くな5ない場合は、新しいしんにな換して 
くだごい。 


緊急、ミお乂ボタ、/巧*甲才。 

緊急消义ボタンを押してしんを完全に下げた巧態でないと、でるでるつまみ 
をはめ替えることびできません。 


しん調節つまみを引き抜く I 


夕〇グ… 

奮 


rO 


でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの⑨または感 EP の巧のいずれか 
を、固定ピンの凸部にはめ替える。 

①か6⑤の巧へ、⑤から⑤の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞれ約2圓〜1 mm 高くな 
0、炎び大さ<なります。 

逆に、炎を小さくする塌合には、③を⑤に、⑤を①にはめ智えます。 

でるでるつまみの位！！ 1 ® T ® ® 

しんの高さ 1 約加の r 約 llmni 1 約 ISmm 

しん調節つまみを取り付ける。 

しん調節つまみの目即を r 緊急消义位置」に合わせて、取り付けてください。 


ツ^ 

でるでるつまみ 



引く ▼一 




参時間にを格びない場合は、ガードを開を、燃焼筒の上にコップー杯 （2 D 日程度)の水をかけて消火し写 
てください。 = 


水をかけると水霖気び出たり、ガラスび割れることびあ0ます。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、後で油受けざら巧の水の 
入ったな巧を巧を、しん交換び必要です。 


__ , - . 

しんを下げ!5れない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることがありまずので、回 [PH 
「9しんの手入れをずる」を参照し、しんの手入れをおこなうか、新しいしんにな換してください。_ 

f -お願い- 

消义後、約5分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えない5ちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気び 
出たり、点火しないことびあります。 


2 3 











国点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとさは' 

•ストーブを消火し、本体の温度が巧巧に下がってか6おこなってくだをい。 

•手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

参を全装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•がず電池ケースから乾電地を取りはずしてか S おこなってください。 


< 曲 awA 


点検茵所 

点巧巧容 

処置方法 

ス1-ーブの 
周囲 

参ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因にな D ます] 

参常に整巧-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因になりまず] 

♦こぼれたり、たまったり、にじんだ油 押, ずゴミ 

はをれいにふを取ってください。 を 

♦油タンクの給油口 □金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、取0 
除いてくださし、。 ^ 艰 

油漏れ 

♦油漏れはあ0ませんか。 

[火災の原因になります] 

•油び漏れている場合は、ずぐに使用をやめ、お貢い 
ホめの販売店に修理巧頼をして < ださい。 

列筒 
(ガラス） 

♦欠けた0、割れた0していませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

♦お買い求めの販売店に相談して、新しい外筒(ガラ 
ス）に交換してくださし、。 


1箇月に1回む上 


点検苗巧 

点検巧客 

処苗なま 

ほこ 0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案巧 
筒下部） 

参反射板や屋台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙やビニールなどび入 D こんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 

参师 f 读 W 1. の'!〜5項を参照し 
て本体を取りはずし、屋台と 
油受けざらの隙間（巧にしん 
案巧筒の下部)のほこり、ごみ -JL 
などを取り除し、てくださし、。£ 

t 吾除機で [TO いがるのちな h # が） - 

です。 しんお巧巧の下\ 

巧黑自動 
消义尝画 

♦しん調節つまみを回してしんを上げてから、屋台をゆ 
すると、巧裝自動消火装置び作動し、そのとさしんび 
下びり、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位 昼」 に戻 
0ますか。 

[確実に消火することを確認] 

•しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置 J に戻!5なし、 
場合は、しんの項の点検をしてください。 

♦販売店に修理依賴をして < ださし、。 

乾里池 

参点乂プラグのスパーク音は、「ピィ ー 」と鳴 D ますか。 
睛電池の電圧(消耗)点槪 

•音だ力'すれる場合は堪圧び下びっています。 

新しい乾單池に交換してください。 

燃焼筒 

•燃焼簡の細かい巧に燃えかすや、すすび付着してし、ま 
せんか。 

[異萬燃焼の原因にな0ます] 

•ブラシなどを使って、燃是かずや、すずを取り除を、 
されいに掃隙してください。 

1 

♦しんの先端にタールび付着して、固<なっていません 
か。 

♦タールが讨■雇している場合は、1111!保管1「9しんの手 
入れをずる」にがって、しんの手入れをおこなってく 
たごし''。 干; P 日 [ 、 

しんに夕ールが巧着していると、次のよラな不具合が 
発をします。 

( わげ具し、 \ 

参しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

参しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてくだごい。 

♦しんの手入れをおこなっても効果のない場合は、 

1 新しいしんに交換してください。 J 

♦消义操作をしてを、しんが下びらず、消义しない。 

参しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

垂点乂操作をしてを、点火しない。 
^参燃焼筒びホ熱しなかった日、燃焼中ににおいびずる。 

庶义プラグ 

•点火プラグが、カーボンやタールで巧れていませんか。 
参点义プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点义不良の原因になります] 

♦点ルプラグび巧れているときは、 r , 点火プラグの掃 
除」にがって処置をして<ださい。 

参点火プラグびしんにくい込んでいるときは、「しん 
①修正 J に従って処置をしてくださし、。 

気密 

油タンクの 
給油時 
消义装置 

♦しん調節つまみを回してしんを上げてか5油タンクを 
持ち上げると、気密油タンクの給油時消火装置び作動し 
てしんび下びり、しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」 
に戻0ますか。 

•しん調節つまみの目印び「緊急消乂位置 J に戻らない 
場合は、しんの項の点横をしてくだごい。 

♦販売店に修理お頼をしてください。 
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この表 lU かの不具合びあるときや、処置ち法により処置をしても良くならないときは、使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談ください。 


製品内部を掃除する。 


点火プラグの電極び正常でない。 


二!ードがはずれてし)るときは正しく善し込む。 
その他は販売店に連絡する。 _ 

n ショートしなしはラになおず。 

U 不明の時は販売店に連絡ずる 。_ 

点火プラグび破損していないか確かめる。 
(破損している場合は販売店に連絡する） 


点乂装置のコードびはずれている。 
点乂装置びショート(短路）している。 


I 正し<入れていない。 


乾電池び消耗している。 


油タンクを本体に入れる。 


給油□□金を正しし)ちのに取り換える。 


正常な巧油に交換する。 


n しんにタールびつく原因となるので正常な 

U 好油に交換する。 


が筒(ガラス）を交換する。 


しん調節器の上面に夕ールびついていないか。 
または燃焼師部に職めザよいかを調べる。 


内炎简、が炎筒び変形していないかを確かめ 
る。（変形している場合は販売店に連絡する) 


点义してから必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


I 燃焼筒びしんの上にのっている。 

燃 
焼 
筒 


しんにタールびつレている。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク内の口油を正常な 
打油に交換する。 


しんの出びかない。 


I しんの出週ざ。 


しんを下げて、炎を調節する。 


さ故障•異常の見分けかたと処置方法 Hi ! 理を依頼される前に 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シースン終了後などに、お買い求め店、または、修理資格者[(財） 
曰本石油燃焼機器保守協会 （ TE し 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点検依頼されることをおすすめします。 


固定期点検 


-しんの修止 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を內側に、割0着などで 
軽く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

♦一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 


しんに接稱している 
辛たしんから巧打てし 1 る 


しんとお义プラグの間をみし難ず 



-点义プラクの掃除- 

>ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライノ（一などで、点乂プラ 
グの電極や堤子部分に付着した巧れを取り除いて < ださい。 

>掃除び終りましたら、元通りにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電 
池を取り付けて正常に点义するかどラか確認してください。 

>点火しにくかったり、点义しない場合は、「しんの修正 J をするか、もう一度きれいに 
掃除し直してください。 

また、しんの手入れ（か6焼をクリーニング）をおこなうと、点火プラグに付着した巧 
れび取れやすくなります。（因!圧呆智「9しんの手入れをずる」参照） 


ガードのはずしかに 


点义ブラグ 




この部巧を掃除する 



炎かかたよる 


火の回りび遅い 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらない 



















































画部品交換のしかた 



しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事巧が 
発生ずるおそれびあります。 

点义装置は、点义時に高聖圧が萬生しまず。点乂プラグに不用意にさわ6ないでください。 
感電のおそれがあります。 

掃除、点巧•手入れをずるときは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 


〇 

指お 

五 


感電を意 


♦替えしん、巧•筒(ガラス)、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買い巧めの販売店までお問い合わだください。 
♦部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓 □— 巧] までお問い合ねせください。 

インターネットでの部品の購入は、 http :// tQyotomi . shop 1 4. makeshop . jp / をご覽ください。 


部品交換のときのミ主意 


♦ご自分で部品な換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けびなどしないようを意しておこなってください。 

① 手をやけどしないように、ストーブは消义し、温度び充分下びるまで待ってくだごい。 

② 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないよラに、手袋をはめてくだごい。 

♦不晃全な修巧はを険です。お買い巧めの販売店か、(目才)曰本石ミ由燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講普会修了を(石油機器 
技術管埋±)などのいる版売店で修理依頼されることをおずずめしまず 



I 適合州奇け） r 商品コード:11021002 I •州奇(大)が割れたり、畳りやミちれがふを取れない場合は、巧換してください。 

-^- ' 外筒(大)はガラス製ですか5、けびをしないように、取り扱いにま意してくださし\ 

ガードを開いて、‘燃焼筒を取り出します。 

1 2巧巧キャップ3 4 

が筒キャップの内側のつめを、マイナスドライバーなどで起こし、 /- ス' \ 1/ • — 

州寄キャップを取りはずしてから、ちい州奇(大)を巧りはずします 。 J : 

新しし、夕楠け)を、ゆっくりとはめ込みます。 

2項ではずした夕 i 筒キャップを燃焼筒ガードにかぶせ、列筒キャッ 

プのつゆを3箇所づつ押さえ固定します。 - \ ^一^ 



燃焼筒の交換のしかた 


I 適合燃規筒 I 商品コード:11017日06 


燃焼筒の内炎筒•が炎筒などび変形した場合や、外筒(ル）（ガラス）び割れたりした場合は、 
お買い求めの販売店、または、別紙の 1 お客樣巧覇窓口一庚]までお問い合わせくだごい。 


点乂プラグの交換のしかた 

点火プラグを交換ずるとさは、お買い求めの販売店または、別を氏の r お客様相談窓口~巧] までお問い合わせくだごい。 


乾電池の交換のしかた 


♦回睡巧前の華■碼慶 巧 池を取り付ける I を参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池〔単二形乾電池〕に交換してくだごい。 
♦取りはずしたちい乾電池は、表示してある使巧推奨期限巧は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 


回保管（長期間使用しない場合) 


1 


. 長期間使用しないときまたは保管ずるとをは、必ずな油を巧いて、電池ケースか6乾電池を 
/KyTm 取りはずしてください。傾けたり、横剧しのが態では保管しないでください。 

义災のおそれびあります。 


f 


油タンク內の打油を抜き 
取る。 

①ストーブからミ由タンクを取り出し、 
巧販の給油ポンプ（手動式）を 
ななめに入れて、油タンク内の 
灯油を抜さ取って < ださい。 



③わずかに残った巧油は、油タン 
クに給油ロロ金を取りイ寸け、油 
受けを本体の中か5取り出して 
給油□□金に押し当て、巧タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
ごし、。 














) 電池ケースか 5 乾電池を取り出し 
■ て < ださい。 

-お願い- N 

乾電池を取り付けたまま保管ずる 
と、液漏れしてストー■ブを腐食さ 
せることがありまず。_ 

) 緊急消火ボタンを 
巧して、対震自動 
消乂装置を作動さ/ろ^が 
せてから、ガードを 
開ぃて、燃焼筒を X ス K 
取り出してくだごい。 ^ 

I 「しん調節つまみ」を引を抜いて= 

*■ <ださい。 



rO 



1 本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせて<ださい。 

} 打油を巧いた油タンクを本体にセットしまず。 

) しんの手入れをする。（から焼をクリー ニン グ） 
-お願い- N 

•しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

♦しんの手入れ中はにおいびしますので、卽屋の換気を 
おこなって < ださい。 



本体の両側面と背面にある止めねじ3本を、取りはずし 
てくだごい。本体を前方に傾けなびら、ゆっくりと上方 
に持ち上げて取りはずしてください。 



；油受けざ6巧の口油を巧き取る。 

• 油受けを取口出してから、油受け 
ざら巧の巧油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で巧き取ってください。 

♦油タンク、油受けざ5にかやご^ 、 

みび残ったまま保管すると、請グ 
や巧あをの原因にな0ます。を 
れいな：な油ですすざ洗いをして,,2=^ \ 
くだごい。残った巧ミ由は、巧切 ^ 

れなどで吸いおって < ださい。 

—感震 部の点検-手入れをおこなう 

♦ごみやほこりがついていた6、 

やわ5かい巧でをれいにふを取 
つて <ださい。 这 

♦鏡がを置に祭生している場含は、 

お買いおめの販売店に修理を巧 
頼してください。 

•ストーブ巧①巧れは、霜れたな 
でふいて落とし、乾いた巧で水 
気を取り除いてください。 


•しんの先端び固くなっている時ジオ ^ 

は、ラジオペンチなどで固い部 ペンチ（一产 

分を軽くつぶしてか5おこなっ -\ V . 

て< ださい。 \ / U / 

①通常の点乂操作をして' 正しく c -\ KX ^ 

燃焼させてくだごい。 ^トー 

③乂力びルさくなったら、しんを 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしきってください。 

10緊急消乂ボタンを押ず。 

I W 巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
ください。 

11収納ずる。 

II 包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管してください。 
r お巧説明害 J や r 保証害 J ち忘れずに大切に保管してくだ 

r -^ -お願い-^ 

♦高温を湿、直が曰化の当たる場所には、保管しないで 
<ださし、。 

館が出た0、樹脂部品び変おずる原因になりまず。 

参油タンクは灯油を巧き、本体にセツトして保管してく 
ださい。 

•灯ミ占の廃棄処分は、なミ由をお貢いホめになった販売店 
にごホ目談ください。 _ 

•灯油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越なない(使 
いまる）ぶラにして < ださい。 

♦取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限内は電 
池能力び残つていれば他の製品に使用できますので、再利 
巧されることをおすすめします。 



画廃棄ずるとを 


因]腫留の1〜6項を参照して、油タンク、油受けざら內の打油を抜き取り、電池ケースか5乾電池を取りはずして、各自治体の指導に 
従って廃棄してください。 


圆仕様 



最大燃料消費量 


力 


油タンク容量 


燃焼継続時 


RC - S 28 A 

自然通気形開放式石油ストーブ 
しん式•放射形 

K 也点火〔単二形乾電池4個 • 別売〕 
灯油 （ J 旧1号） 
2.75 kWf 0.267 L / h ) 


,75 kW 


3.6 L 


約 13.5 時間 
約 7.6 k 呂 


が形寸法 
雇台を含む) 

種 * 百 

しん!~呼び「巧！ 

I 吸上量 


453 mm 

428 mm 


315 mm 
普通筒しん 



135% 


対震自動消火装置（しん降下式） 
気密巧タンクの給油時消乂装置 















圆アフターサービス 


保証について 


♦添付しております保罰書は版売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載巧容をご確認のうえ大切に保管してくださし、。 
参保記期間は、お買い求めの曰より1年間でず。 

-お願い- 


次のよラな原因によるお障および事故につさましては、保訝の対象とな D ませんのでま意してください。 

(1) 変質巧油や不純巧油など、また巧油切がの燃料を使巧したたゆの故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかなかったために超こった故障や事巧。 

(3) 純正部品 iU 外のちのを使用したり、しんに夕ールび付着したり、かを吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーターなど)の故障。 

(己）この取扱説日月書や、ま意書、ラベル類による危険•害告•ま意•お願い事項び守5れず、誤った使いちをされた場合の 
故障や事故。 

参その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覧< ださい。 


修理を依頼ずるとを 


♦间 曲隨巧篇のちがはかた猶 ™ am こがって、処置をおこなってください。 

直6ないとさは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ(自然通気お開放式石ミ由ストーブ） 

⑤型式の呼び’. ’ RC - S 28 A 
⑤お買い求め年月曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ.霉話番号 

•修理に際しましては、保班書を提示してください。保証書の規定に従って、販売店び條理させていただきます。 

•保卽期商び過ぎていてを、修理すれば使巧でをる場合には、ごを望によ0有料で修理させていただをます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

♦修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか5乾電池を取りはずして、油タンク、巧受けざ5内の I 灯油を 
巧いてください。運搬の途中に巧油びこぼれ、周囲を巧すおそれがあります。 


補修用性能部おについて 


♦石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切 D 後6年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

勇)消耗•努化ずる部品 

♦使用巧間により、交換•メンテナンスび必要な部品‘’•しん、給油□口金、油受け 
参変質な油、不純巧油の使用で劣化しやずい部品…しん 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてごで明な点は、お貢い求めの販売店、または I お客様相談窓 CFM 1 (別紙参照)までお巧い合わせく 
ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

RC - S 28 A 

お買い求め年月日 

年月 曰 

お買い巧め店名 

1 

(電話番号 ）（ ） 一 

J 


株式会社卜"31-5 

ホームぺーシ http://www.toyotomi.jp 

本社干 467-08 己己 

名ち屋巿瑞穂区桃園巧日番17号 
フ U - コール 0] 2日-] 04-] 己4 
TEL く〇已2〉822-1144 
FAX く〇已2〉 822-2742 









